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中期経営計画策定に関するお知らせ 

 

当社は、2025 年３月期から 2027 年３月期までの第２次中期経営計画を策定いたしましたのでお知ら

せいたします。 

第１次中期経営計画の結果も踏まえ、激変する市場環境への対応と当社の目指す世界戦略を実現す

るための基礎となるべく指針を定めております。 

詳細につきましては、添付資料をご参照ください。 

 

※本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合

理的と判断する一定の前提に基づいており、実際の業績等は様々な要因より大きく異なる可能性があ

ります。 
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1-1 数値⽬標達成状況
1-2 アクション計画達成状況



1-1 数値⽬標達成状況
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結果分析結果分析

2022年3⽉期→ 新型コロナ感染症による⾏動制限を受けお客様の設備投資計画の先送りに加え当社の受注活動や
⽣産活動に制限を受けた事により売上が2億円未達

2023年3⽉期→ 世界的半導体供給不⾜により⽣産数量の制限や⻑納期化が発⽣したが競合⼤⼿⽐納期優位性や円安
効果もあり⽶国中国での標準品売上堅調、ネジ締付装置は軟調。セグメントミックスや円安により
営業利益は1億７千万円過達

2024年3⽉期→ 国内⼤型設備投資計画の回復遅れ、中国市場の低迷、EVシフトの混迷などによりネジ締付装置が
計画未達に⾄り売上及び営業利益ともに未達



1-2 アクション計画達成状況

アクション
計画

アクション
計画

結果分析結果分析

海外市場拡⼤ ⽶国市場拠点展開 ✕
中国市場具体的⾏動実施 〇
⼈的資源の確保・育成 △

海外市場拡⼤＝ インド、東南アジア拡⼤、ヨーロッパも⾜がかりができ、各地域更
なる拡⼤の施策展開中(⾃社拠点のないエリアでサポートスタッフ常駐）

新商品開発＝ 企画→試作・検証中のアイテム数件、将来の新たなセグメントとな
り得る開発は検討中

組織・⼈材＝ 新⼈事制度展開（職制別制度）、働き⽅改⾰も更なる拡⼤
（フレックス、DC導⼊等労働環境改善）

新商品開発 市場環境変化に対応した製品開発 △
システム装置の標準化・新企画製品開発 〇
既存セグメント以外の新企画製品開発 ✕

組織・⼈材 ⼈材先⾏投資（⼈員採⽤） △
⼈事評価システム △
責任と権限を明確にできる組織改⾰ △
属⼈から組織、ITを絡めた情報収集・業務展開 △



2-1 これまでそしてこれから
2-2 MVV
2-3 MVVを基軸にどんな会社にしたいのか
2-4 サスティナブルな世界
2-5 ⽬指すべき経営指標



2-1 これまでそしてこれから

1993年

2003年

2013年

2023年
2026年(予想)

売上⾼
10億

営業利益
4千万

売上⾼
25億

営業利益
4億５千万

売上⾼
71億

営業利益
14億9千万

売上⾼
90億

営業利益
19億

ハンドナットランナ開発 タイ、アメリカ拠点展開 株式上場、マイクロナットランナ開発
世界市場展開強化

外輪 地域別売上⽐

国内

海外

内輪 セグメント別売上⽐

ハンドナットランナ

ナットランナ

ネジ締付装置

その他



2-2 MVV



2-3 MVVを基軸にどんな会社にしたいのか



2-4  サスティナブルな世界



2-5  ⽬指すべき経営指標

資本効率の向上⾼利益率の堅持

営業利益率
20％以上

ROE
15％以上

株主還元の拡⼤

配当性向
30％以上

⻑ 期 展 望



3-1 数値⽬標

3-3 アクション計画【⼈材】
3-2 重点戦略



3-1 数値⽬標

⾒込
⾒込

2027年3⽉期2026年3⽉期2025年3⽉期

90億円85億円78億円売上高

19億円18億円16億円営業利益

2１%2１%20.6%営業利益率

14％以上を目標13％以上を目標13％以上を目標ROE

25％以上を目標24％以上を目標23％以上を目標配当性向



3-2 重点戦略

⾒込
⾒込

≪販売基盤強化≫

◇海外市場拡大
・海外大手ユーザー認証取得促進

・ユーザー多様化推進
（非自動車、農機、建機、ｴｱﾛｽﾍﾟｰｽ）

・技術・サービスサポート機能強化
（欧州・中国・インド・タイ）

・新たな拠点開設準備

◇国内市場深耕
・新規重点攻略ユーザー育成

≪製品、生産基盤強化≫

◇製品開発
・次世代モデル開発

・市場環境変化への対応
（省人化、EV化へ対応した製品企画）

・システム装置の新企画製品開発

・各種海外規格認証対応拡充

◇生産
・新工場建設

・DX推進による生産性向上＆ｷｬﾊﾟUP

≪経営基盤強化≫

◇執行役員制度導入

◇IT、DX化推進による生産性向上

◇収益力の強化
・営業利益20％以上
・ROE14％以上を目指す

◇人的資本への投資



3-3 アクション計画【⼈材】

⾒込
⾒込

234

27

253

36

253

39

253

42

合計261名合計261名 合計289名合計289名 合計292名合計292名 合計295名合計295名

2024年3⽉2024年3⽉
2025年3⽉2025年3⽉

2026年3⽉2026年3⽉
2027年3⽉2027年3⽉

国内スタッフ数 海外スタッフ数
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